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■■  ははじじめめにに  
セルフエコーとは自分自身に超音波検査機器をあてて

検査を行う方法であり、国際宇宙ステーション滞在中の宇
宙飛行士の健康状態モニタリングや、不妊治療中や妊娠
後の女性のアセスメント、COVID-19感染拡大時の肺炎患
者の状態観察などで行われる新しい検査の概念である
(Kirkpatrick et al., 2022)。近年、エコー機器はポケットサイ
ズまで小型化し、スマートフォンとの連携が可能になるなど
機器自体の発展も進み、セルフエコーの活用可能性が高
まっている。 
我々はセルフエコーを、25-45%の女性が有病し、日常

生活に多大な影響を与えている尿失禁(Buckley et al., 
2010)の予防と改善を目指すために活用することを着想し
た。尿失禁の保存的治療の第一選択は骨盤底筋訓練
(PFMT)であり、症状を軽減・予防するためには数か月間の
ホームトレーニングを行う必要がある(Okeahialam et al., 
2022)。しかし、骨盤底筋は目に見えず正しい収縮の習得
が困難なため、尿失禁に対して効果的な訓練が行えてい
ないという課題がある(Thompson et al., 2003)。膀胱にセル
フエコーを行い、PFMTの可視化が可能であれば、患者は
訓練のフィードバックを自宅でリアルタイムに受けることが
でき、効果的なPFMTの実施から尿失禁の予防・改善につ
ながる。そこで、本研究の目的は以下の2点であった。 
1. PFMT実施時の膀胱セルフエコーのための教育プロ

グラムの開発と検証 
2. セルフエコーで得られた膀胱超音波画像から骨盤底

筋の収縮の自動判定アルゴリズムの開発 
■■  活活動動内内容容  
１．教教育育ププロロググララムムのの開開発発とと検検証証  
①教育プログラムの開発 
在宅で学習可能な動画教材を用いたeラーニングプログラ
ムを開発した。接続編(エコー機器の使用方法)：3分、実践
編(PFMT中の膀胱描出の方法)：7分を作成した。教材では
実際の人を用いて手技や膀胱画像を多角的に提示した。 
②教育プログラムの効果の検証 
40歳以上の尿失禁のある女性11名に在宅でeラーニング
プログラムを数日間受講してもらい、その後オンラインビデ
オを用いて研究者によるセルフエコーの手技と取得された
膀胱動画の評価を行った。その結果、エコーの経験がな
い女性でもeラーニングプログラムを受講することで81.8%
がPFMT中の膀胱セルフエコーが実施可能であった。 
２．骨骨盤盤底底筋筋収収縮縮のの自自動動判判定定アアルルゴゴリリズズムムのの開開発発 

①データ取得 
尿失禁の有無に関わらず20歳以上の女性のPFMT実施中
の膀胱セルフエコー動画を収集し、最終的に1144本の動
画を使用した。 
②機械学習モデルの開発 
全ての動画は超音波検査の専門家2名によるラベル付け
（正しい収縮、誤った収縮、収縮な
し、判定不明）を行い正解データと
した。膀胱動画の各特徴をX軸、Y
軸座標値を用いて数値化し、時系
列での特徴量を生成した。教師あ
り機械学習の結果、LightGBMモ
デルにてAUC0.91の高精度で動
画から骨盤底筋収縮の分類
が可能であった。 
３３．．今今後後のの展展望望  
本研究はエコー未経験の女性のPFMT中の膀胱のセル

フエコーの実現可能性を明らかにし、セルフエコーから骨
盤底筋収縮の自動分類が可能であることを明らかにした
初めての研究である。本研究が進むことで、従来病院に行
かなければ知ることができなかったPFMTの訓練のフィー
ドバックを、自宅でリアルタイムに患者が受けることが可能
となり、尿失禁の改善・予防を目指すことが可能となる。 

図２ 今後の展望図 
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図 1 膀胱像の特徴量の抽出 
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